
平成２５年度川崎地区大会 

 

日 時    平成 25 年 10 月 28 日（月） 13 時 30 分～16 時 00 分（受付：13 時 00 分） 

会 場    高津市民館 大ホール 

テーマ   『 何のために学び・働き・生きるのか 』 

参加者数  311 名 

内容    １．講演「今、社会に出ていくための子どもに求められていること、 

                   それを育むための保護者の役割と関わり方」 

      ２．研究発表Ⅰ 麻生総合高校 PTA「神奈川県立麻生総合高等学校 PTA」 

      ３．研究発表Ⅱ 住吉高校 PTA  「住吉高等学校の PTA 活動」 

 

１．講演 

いつの時代も食うために、よりよく生きていくために学び、

働くという視点は、一番大切なことである。にもかかわらず、

社会的・職業的自立を促す教育がなされていないのが現状で

ある。 

人々が生活の中で経験する様々な立場や役割の経験と価

値観の蓄積がキャリアであり、「人生の質」を深めるキャリ

ア力とは好奇心・持続性・柔軟性・楽観主義・冒険心が大切

です。キャリア（Career）の語源は中世ラテン語の「車道」

であり、輪だちという意味もあります。タイヤのあるところ

が現在、タイヤの通った輪だちが過去になります。 

つまり、過去とは現在の積み重ねでしかありません。今、いかに頑張るか、いかに今をより良く生き

るかという事が一番大切です。過去と現在とをきちんと踏まえつつ、将来を見つめ、Vision を持つこと

が重要です。今の日本の子どもたちは、何の為に学ぶのかという意欲が低い状態にあります。今学んで

いる事が社会に出てどのように役立つのか？そして、学校という答えのある世界から、答えのない世界

である社会に出ていくときに必要になる考える力を家庭の中でも訓練する事が大切です。 

 

義務教育段階から一貫し、体系的な「キャリア教育」を実践する

ことは法的根拠も明確にあり、学校教育としても必要不可欠なこと

であります。人間力とは、人間としての「構え」を持ち、「つながり」

をキーワードに学校生活全体をキャリア教育的視点でとらえる必要

があります。 

「学ぶこと」「働くこと」「生きること」は一体であり、保護者も

そのような視点で、どのように子どもとかかわっていったら良いか。

「学者」、「役者」、「医者」、「易者」の要素をもって進路を考えるの

が必要である。 



 

研究発表Ⅰ  神奈川県立麻生総合学校 PTA 
 

麻生総合学校は平成 16 年、柿生高校、柿生西高校を統合し、単

位制の総合学科高校として開校しました。「情報・ビジネス」「人間・

社会」「表現・創造」「地域・国際」「自然・環境」「健康・福祉」の

6 つの系列には多くの学校設定科目があり、自身の生き方や将来に

ついて考え方を深め、2 年次からは自分の興味・関心に基づいて様々

な教科・科目から自分で授業を選択します。今年は開校 10 年目に

あたり、11 月 1 日に開校記念式典及び祝賀会を予定しています。 

PTA の組織と活動については、DVD にて紹介されました。PTA は運営委員会・年次委員会・広報委員会・

環境整備委員会で構成されています。また、各行事をスポット的にお手伝いできるという保護者の皆さんを

“スタッフ”として募集、登録し、お手伝いする制度も設けています。又、”おやじの会”といった PTA 役

員 OB の方々が結成された有志の組織があり、地域の夏祭りに屋台を出すなど、地域と学校とのパイプ役と

なっています。 

年次委員会の取り組みのひとつである交通安全指導では、川崎市交通局のご協力を得て、1 年次生対象に

「交通安全教育」を実施し、大型車による右左折時の巻き込みなどを市バス 3 台で実演するという迫力ある

映像もありました。環境整備委員会による季節感あふれる植栽や季節の飾り付け、おやじの会の方々による

ウッドデッキのペンキの塗り替えなど、PTA の活動に学校への愛情が感じられました。DVD の最後に、生

徒、先生、おやじの会の方々が協力してペンキを塗りピカピカになった校舎が映し出された時は、会場の皆

さんの心の中にもすがすがしさが広がりました。 

 

研究発表Ⅱ 住吉高等学校の PTA 活動 
 

住吉高校は昭和 55 年開校、今年で創立３４年目を迎えました。

二ヶ領用水や中原平和公園に近く、緑豊かな環境の下、地域に

根差した学校として成長発展してきました。平成 19 年に制服が

変わり、チェックを基調としたデザインは大変好評です。 

PTA 活動は本部役員・学年学級委員・生涯学習委員会・広報

委員会で構成されています。活気ある体育祭の様子、各委員会

がブースを設け色々な形で参加している文化祭の様子、合唱コ

ン、国際理解協力をキャリア教育の中に位置づけるなど、PTA

や学校の取り組みが行事を追って、分かりやすく紹介されました。又、生徒が主体的に様々な活動に取り組

んでいる様子が伝わってきました。 

後半は部活動の紹介で、中でも今年で２９年目になるチアリーディング部のランサーズの皆さんの練習風

景やインタヴューが DVD で紹介されました。笑顔・掛け声・スピード感あふれる映像は会場の皆さんを引

き込みました。最後の関東大会優勝時のランサーズの演技は大変素晴らしいものでした。学校の中にも「笑

顔、勇気、元気」があふれており、それを支えている PTA の皆さんの活動が活かされていると感じられる発

表でした。 


